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犯罪発生状況（令和４年１月〜３月末）
二本松
地区

安達
地区

岩代
地区

東和
地区 合 計 前年

対比
侵
入
盗

空き巣 １ １
出店荒し −１
その他 １ １ ２

非
侵
入
盗

万引き １（１） ５（３） ６（４） －７
車上ねらい 1 １ １
その他 ３ ３ １

自転車盗 －１
器物損壊 １（１） １（１） －３
住居侵入 １ １ ２ １
そ の 他 ４（１） ４（１） －５
合　　 計 ７（１） 10（３） １ ２ 20（６） －14
前年対比 －９ －３ －３ １ －14

※（）は３月の発生件数

二本松警察署からのお知らせ

二本松ふるさと人物史
二本松市ウェブサイト

二本松ふるさと人物史 No.01

　弘化３年(1846年)15歳のとき、父に従って江戸
藩邸に移り奏

そうじゃばん
者番を命じられる。幼少より向学の

志が高く、感情豊かな青年期には国学者・本
もとおり
居宣

のり

長
なが
に傾倒し、宣長が心血を注いだ｢古

こ じ き で ん
事記伝｣を探

し求めて膨大な量の48巻をすべて写本した。また、
詠歌・書にも優れていた。

　戊辰戦争の際には最後まで勤
きんのう
皇の志を貫き、会

津・仙台藩への藩使者に随行して帰順工作に奔
ほんそう
走

した。戦後、城内にて自害した父に代わって家督
を継ぎ、明治２年(1869年)町奉行となり、同３年
から５年まで若松県(会津)の少

しょうさんじ
参事・権

ごんてんじ
典事などを

歴任し帰郷、同８年に自由民権結社｢明
めいはちかい
八会｣を組

織し政治活動を開始している。

　明治11年(1878年)福島県開設に伴い、議員に選
出され初代議長に就任、その手腕力量は実に堂々
とし、また弁論は満場を圧したといわれている。
同12年郡役所制度創設に際し、初代安達郡長に任
命され、同15年には時の県令・三

みし ま
島通

みちつね
庸の専横に

憤慨し辞職したが、同19年に再び県会議員に当選
し議長に選出され県政の発展に尽力した。

　明治23年(1890年)第１回帝国
議会開設に伴い衆議院議員に初当
選、以来４回当選を果たし、 この
間、全院委員長、さらに衆議院副
議長を歴任している。特に同26年には時の議長・
星
ほし
亨
とおる
が官紀腐敗に連座したため、議会の品位を汚

したことへの議長弾劾演説を行い、除名・院外追
放に追い込んだ。また、国会において外尊内卑の
欧化主義から外人自由活動容認の内地雑居政策に
反対し、大

おお い
井憲

けんたろう
太郎ら同志と大日本協会を結成し

治外法権撤廃・現行条約励行を叫び、その建議案
を提出するなど政府批判の矢面に立ち国会の停
会・解散の原因をつくったことは有名な話である。

　明治35年(1902年)政界を引退。以後公職に就か
ず、市内郭内(旧・北

ほうじょうだに
條谷)の地で好きな梅の木を愛

しながら、もっぱら国学や和歌そして書道に親し
み悠々自適の余生を過ごした。

　大正５年(1916年)11月19日、84歳の高齢を
もって死去。法輪寺(市内松岡)に眠る。


